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特別支援学校知的障害教育部門高等部 

「保健体育（体育実技）」の授業に関するアンケート 

 

お忙しい所、御協力ありがとうございます。このアンケートは、藤沢養護学校高等部の先生方の御

意見をお聞きし、本研究の参考資料とすることを目的としております。 

お手数ですが、ご記入の上 月 日（ ）までに河手まで御提出くださいますようお願い申し上げ

ます。 

 

【１】御自身のことについて、以下の質問にお答えください。 

   選択肢のある項目については、該当する番号に○をお付けください。 

 

 （１）性別    １．男性           ２．女性 

 （２）年齢    １．20歳代  ２．30歳代  ３．40歳代  ４．50歳代以上 

 

（３）専門教科等              

※特に専門教科等がない場合は「全科」とお書きください。 

 

（４）担当学年        学年 

 

 （５）現担当教科等                              

※複数ある場合は、複数お書きください。 

 

【２】以下の項目についてお聞きします。現在、御自身が行っている（かかわっている）「保健体育

（体育実技）」はどのような授業であると思いますか？該当する番号に○をお付けください。 

１：思う ２：どちらかというと思う ３：どちらともいえない ４：どちらかというと思わない ５：思わない 

（１） 健康の必要性を感じさせる １ ２ ３ ４ ５ 

（２） スポーツのルールを学ばせる １ ２ ３ ４ ５ 

（３） 問題解決能力を身につけさせる １ ２ ３ ４ ５ 

（４） 人のために行動できるようにする １ ２ ３ ４ ５ 

（５） 気分転換、息抜きの必要性を感じさせる １ ２ ３ ４ ５ 

（６） スポーツを「支える」ことへの興味・関心を広げる １ ２ ３ ４ ５ 

（７） スポーツの文化的理解を深める １ ２ ３ ４ ５ 

１：思う ２：どちらかというと思う ３：どちらともいえない ４：どちらかというと思わない ５：思わない 

（８） 物事を実践する力を身につけさせる １ ２ ３ ４ ５ 

（９） 健康維持の方法を理解させる １ ２ ３ ４ ５ 

（10） スポーツの戦術を理解させる １ ２ ３ ４ ５ 

（11） 友達と協力する態度（協調性）を身につけさせる １ ２ ３ ４ ５ 

（12） 自然に親しむ態度を養わせる １ ２ ３ ４ ５ 

（13） 体力を向上させる １ ２ ３ ４ ５ 

（14） スポーツ・運動への興味・関心を広げる １ ２ ３ ４ ５ 

（15） コミュニケーション能力を身につけさせる １ ２ ３ ４ ５ 

（16） 創造力を養わせる １ ２ ３ ４ ５ 

（17） 運動の個人技能を高める １ ２ ３ ４ ５ 

（18） 運動の集団技能を高める １ ２ ３ ４ ５ 

（19） 感情をコントロールできるようにする １ ２ ３ ４ ５ 

（20） チャレンジ精神を身につけさせる １ ２ ３ ４ ５ 

（21） スポーツの芸術的側面を認識させる １ ２ ３ ４ ５ 

（22） スポーツを「する」ことの楽しさを分からせる １ ２ ３ ４ ５ 

（23） 自己と向き合い、開発していく力を身につけさせる １ ２ ３ ４ ５ 

（24） 思いきり体を動かす喜びを感じさせる １ ２ ３ ４ ５ 

（25） 体力トレーニングの知識や方法を理解させる １ ２ ３ ４ ５ 

（26） 忍耐力を身につけさせる １ ２ ３ ４ ５ 

（27） リーダーシップを発揮できるようにする １ ２ ３ ４ ５ 

（28） マナーを身につけ、他者へ配慮できるようにする １ ２ ３ ４ ５ 

（29） 健康に関する知識を身につけさせる １ ２ ３ ４ ５ 

（30） スポーツ・運動を習慣化させる １ ２ ３ ４ ５ 
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【３】以下の項目についてお聞きします。普段の保健体育（体育実技）の授業実践（ＴＴによる指導）

における御自身のかかわり方について、該当する番号に○をお付けください。 

○普段の保健体育（体育実技）の授業において、御自身の役割は？ 

１．主にＭＴ（ﾒｲﾝﾃｨｰﾁｬｰ）  ２．時々ＭＴ  ３．主にＳＴ（ｻﾌﾞﾃｨｰﾁｬｰ） 

 

１：思う ２：どちらかというと思う ３：どちらともいえない ４：どちらかというと思わない ５：思わない 

（１） 子供のようにリアクションして授業の雰囲気を盛り

上げている 
１ ２ ３ ４ ５ 

（２） 意見を引き出すような意図で言葉かけをしている １ ２ ３ ４ ５ 

（３） 「やってみよう」「面白そう」などの言葉かけをし

ている 
１ ２ ３ ４ ５ 

（４） 集団内の個人差（個別目標）に合わせて個別的に指

導にあたっている 
１ ２ ３ ４ ５ 

（５） 活動に乗れない子に、その子の興味に合わせた対応

をとり個別に指導している 
１ ２ ３ ４ ５ 

（６） 多動の子など、集団に適応できない子供とともに、

場を変えたりしながら個別的に指導にあたっている 
１ ２ ３ ４ ５ 

（７） ＭＴが気がつきくい、個々の子供の細かい動きを見

ている 
１ ２ ３ ４ ５ 

（８） 身近にいる子供に細かな励ましや賞賛をしている １ ２ ３ ４ ５ 

（９） パニックを起こした子供へ個別に対応し、他傷や自

傷行為を防いだり、活動場所から連れ出すなどして

いる 

１ ２ ３ ４ ５ 

（10） 情緒が不安定になった子供とともに一旦活動場所か

ら離れたり、個別的に対応したりしている 
１ ２ ３ ４ ５ 

（11） 授業の活動場所へ入りにくい子供へ個別に対応して

いる 
１ ２ ３ ４ ５ 

（12） 活動の場から離れてしまった子供へ臨機応変に対応

している 
１ ２ ３ ４ ５ 

（13） 子供たちの発言が少ないとき、子供役になって授業

を構成している 
１ ２ ３ ４ ５ 

（14） ＭＴの発言にうなずいたり、返事をしたりして授業

の流れをよりよくしている 
１ ２ ３ ４ ５ 

（15） 授業前に、子供の様子・実態、授業のねらい等を共

通理解している 
１ ２ ３ ４ ５ 

（16） 授業前に、授業の流れを確認している １ ２ ３ ４ ５ 

 

 

１：思う ２：どちらかというと思う ３：どちらともいえない ４：どちらかというと思わない ５：思わない 

（17） 授業前に、指導の分担を確認している １ ２ ３ ４ ５ 

（18） 予想されるトラブルへの対応法を事前に検討してい

る 
１ ２ ３ ４ ５ 

（19） 授業前に不明な点を確認するなど、不安な要素を持

つことなく授業に望めている 
１ ２ ３ ４ ５ 

（20） いろいろな授業のアイデアを出し合っている １ ２ ３ ４ ５ 

（21） 授業の展開についていろいろな案を出し合い内容を

深めている 
１ ２ ３ ４ ５ 

（22） 指導の計画を協力してつくっている １ ２ ３ ４ ５ 

（23） 分担することによって幅広い教材を準備している １ ２ ３ ４ ５ 

（24） 授業後、教材などを分担して片付け、整理している １ ２ ３ ４ ５ 

（25） 授業や子供の様子などを分担して記録している １ ２ ３ ４ ５ 

（26） 授業後、トラブルへの対応策などアドバイスを交換

したり、相談したりしている 
１ ２ ３ ４ ５ 

（27） 授業後に指導の方法を学び合っている １ ２ ３ ４ ５ 

（28） 授業の反省を話し合いによって客観的に行っている １ ２ ３ ４ ５ 

（29） 子供の学習活動の様子等の情報を交換している １ ２ ３ ４ ５ 

（30） 教員同士で情報を出し合い、子供の学習・活動への

評価を深めている 
１ ２ ３ ４ ５ 

 

【４】キャリア発達の諸能力の一つ「人間関係形成能力」（自他の理解能力、コミュニケーション能

力）を高めることをねらいとする授業を、現在、どの教科、領域等で取り組んでいますか？該

当する番号に○をお付けください。（複数回答可） 

 

１．基礎   ２．生活   ３．作業   ４．体育   ５．総合の時間 

６．進路   ７．掃除   ８．朝の会・帰りの会 

９．体力づくり   10．取組んでない   11．その他（          ） 

→１～９、11をお選びになった方は具体的な実践例を簡単に教えてください。 

 

 

 

 

  御協力ありがとうございました。 
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の

を
注

視
で

き
る

2
空

腹
や

不
安

な
ど

に
対

し
て

周
り

に
訴

え
る

こ
と

が
で

き
る

1
近

く
に

い
る

人
に

手
を

伸
ば

し
た

り
、

微
笑

ん
だ

り
、

声
を

出
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

出
生

～
６

カ
月

１
歳

～
11

カ
月

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

基
礎

的
能

力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

の
基

礎
的

能
力

に
係

る
評

価
シ

ー
ト

学
部

、
学

年
、

学
級

（
　

　
　

部
　

　
年

　
　

組
）

児
童

生
徒

氏
名

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

評
価

日
　

　
　

　
年

　
　

　
月

　
　

　
　

日

評
価

者
 　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

評
価

の
仕

方
　

　
○

：一
人

で
で

き
る

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

△
：支

援
が

あ
れ

ば
で

き
る

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

×
：支

援
が

あ
っ

て
も

難
し

い

人
間

関
係

の
形

成
に

関
す

る
項

目
評

価

３
歳

６
カ

月
～

４
歳

11
カ

月 ２
歳

～
３

歳
５

カ
月

７
カ

月
～

11
カ

月

評
価

評 価
身

体
の

動
き

に
関

す
る

項
目

５
～

６
歳

1
よ

い
こ

と
を

し
て

も
ら

っ
た

ら
「
あ

り
が

と
う

」
と

言
っ

て
感

謝
で

き
る

0
1

2
3

1
知

っ
て

い
る

人
に

挨
拶

す
る

こ
と

が
で

き
る

0
1

2
3

2
い

け
な

い
こ

と
を

し
て

し
ま

っ
た

ら
「
ご

め
ん

な
さ

い
」
な

ど
と

謝
る

こ
と

が
で

き
る

0
1

2
3

2
視

線
に

合
わ

せ
て

人
と

話
す

こ
と

が
で

き
る

0
1

2
3

3
状

況
に

合
わ

せ
た

適
切

な
言

葉
遣

い
が

で
き

る
0

1
2

3
3

仲
間

や
親

し
い

人
に

微
笑

み
か

け
る

こ
と

が
で

き
る

0
1

2
3

4
人

の
も

の
を

借
り

る
と

き
は

き
ち

ん
と

断
る

こ
と

が
で

き
る

0
1

2
3

4
臆

す
る

こ
と

な
く

仲
間

に
話

し
か

け
る

こ
と

が
で

き
る

0
1

2
3

5
人

前
で

奇
異

な
行

動
を

し
な

い
0

1
2

3
5

仲
間

を
遊

び
に

誘
う

こ
と

が
で

き
る

0
1

2
3

6
約

束
し

た
時

間
を

守
る

こ
と

が
で

き
る

0
1

2
3

6
遊

ん
で

い
る

仲
間

に
自

分
か

ら
進

ん
で

加
わ

る
こ

と
が

で
き

る
0

1
2

3

7
場

の
雰

囲
気

を
感

じ
る

こ
と

が
で

き
る

0
1

2
3

7
仲

間
と

会
話

を
続

け
る

こ
と

が
で

き
る

0
1

2
3

8
次

の
活

動
に

ス
ム

ー
ズ

に
移

る
こ

と
が

で
き

る
0

1
2

3
8

仲
間

と
冗

談
を

言
い

合
う

こ
と

が
で

き
る

0
1

2
3

9
自

分
の

し
た

行
動

を
振

り
返

る
こ

と
が

で
き

る
0

1
2

3
9

仲
間

と
仲

良
く

親
和

的
に

遊
ぶ

こ
と

が
で

き
る

0
1

2
3

1
0

相
手

の
表

情
の

違
い

に
気

づ
く

こ
と

が
で

き
る

0
1

2
3

1
0

友
達

が
失

敗
し

た
と

き
な

ど
励

ま
し

た
り

な
ぐ

さ
め

た
り

で
き

る
0

1
2

3
1
1

相
手

の
気

持
ち

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
0

1
2

3
1
1

仲
の

良
い

友
達

の
興

味
や

趣
味

な
ど

を
知

っ
て

い
る

0
1

2
3

1
2

グ
ル

―
プ

活
動

や
班

活
動

に
参

加
す

る
0

1
2

3

1
3

途
中

で
抜

け
た

り
、

や
め

た
り

せ
ず

に
仲

間
と

遊
び

を
続

け
る

こ
と

が
で

き
る

0
1

2
3

1
4

相
手

の
話

を
終

わ
り

ま
で

聞
い

て
か

ら
話

す
こ

と
が

で
き

る
0

1
2

3
1

先
生

や
友

達
の

話
を

集
中

し
て

聞
け

る
0

1
2

3

1
5

集
団

で
遊

ぶ
と

き
な

ど
、

ゲ
ー

ム
の

ル
ー

ル
を

理
解

で
き

る
0

1
2

3
2

先
生

の
話

や
友

達
の

発
表

の
内

容
を

理
解

で
き

る
0

1
2

3
1
6

ゲ
ー

ム
な

ど
の

順
番

を
守

る
こ

と
が

で
き

る
0

1
2

3
3

聞
か

れ
た

こ
と

に
対

し
て

き
ち

ん
と

答
え

る
こ

と
が

で
き

る
0

1
2

3

1
7

与
え

ら
れ

た
ル

ー
ル

に
従

っ
て

ゲ
ー

ム
に

参
加

で
き

る
0

1
2

3
4

言
葉

足
ら

ず
で

な
く

、
話

す
こ

と
が

で
き

る
0

1
2

3

1
8

仲
間

同
士

で
決

め
た

ル
ー

ル
・
決

ま
り

を
守

れ
る

0
1

2
3

5
物

事
を

順
序

だ
て

て
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
0

1
2

3
1
9

日
直

や
係

の
仕

事
を

や
り

と
げ

る
こ

と
が

で
き

る
0

1
2

3
6

人
前

で
適

切
に

発
表

や
ス

ピ
ー

チ
を

で
き

る
0

1
2

3

2
0

仲
間

と
協

力
し

な
が

ら
仕

事
（
ま

た
は

課
題

）
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

0
1

2
3

7
わ

か
ら

な
い

こ
と

は
質

問
で

き
る

0
1

2
3

8
集

団
に

向
か

っ
て

自
分

の
考

え
を

述
べ

る
こ

と
が

で
き

る
0

1
2

3

9
い

や
な

こ
と

は
し

っ
か

り
こ

と
わ

る
こ

と
が

で
き

る
0

1
2

3

1
ゲ

ー
ム

な
ど

の
勝

負
ご

と
で

自
分

の
負

け
を

受
け

入
れ

る
こ

と
が

で
き

る
0

1
2

3
1
0

く
や

し
さ

や
怒

り
を

言
葉

で
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

0
1

2
3

2
い

や
な

こ
と

が
あ

っ
て

も
乱

暴
な

こ
と

を
し

な
い

0
1

2
3

1
1

話
し

合
い

の
内

容
に

沿
っ

た
発

言
が

で
き

る
0

1
2

3

3
い

や
な

こ
と

が
あ

っ
て

も
人

を
非

難
し

た
り

騒
い

だ
り

し
な

い
0

1
2

3
1
2

決
ま

っ
た

意
見

に
従

う
こ

と
が

で
き

る
0

1
2

3

4
友

達
が

嫌
が

る
こ

と
は

言
っ

た
り

や
っ

た
り

し
な

い
0

1
2

3
1
3

意
見

が
ま

と
ま

ら
な

い
と

き
に

、
多

数
決

、
ジ

ャ
ン

ケ
ン

、
妥

協
策

を
出

す
な

ど
、

意
見

を
ま

と
め

る
方

法
を

提
案

で
き

る
0

1
2

3

5
感

情
的

に
な

っ
て

も
、

気
持

ち
を

う
ま

く
切

り
替

え
ら

れ
る

0
1

2
3

1
4

指
名

さ
れ

た
ら

議
長

や
進

行
役

な
ど

の
ま

と
め

役
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

0
1

2
3

6
授

業
中

、
勝

手
に

席
を

離
れ

た
り

、
そ

わ
そ

わ
体

を
動

か
し

た
り

し
な

い
で

座
っ

て
い

ら
れ

る
0

1
2

3
1
5

話
し

合
い

に
お

い
て

全
体

の
意

見
を

参
考

に
し

な
が

ら
結

論
出

す
こ

と
が

で
き

る
0

1
2

3

7
授

業
中

、
キ

ョ
ロ

キ
ョ

ロ
し

た
り

、
ぼ

ん
や

り
し

た
り

し
な

い
で

話
を

聞
く

こ
と

が
で

き
る

0
1

2
3

8
授

業
中

、
関

係
の

な
い

物
音

や
他

の
人

の
行

動
に

注
意

が
そ

れ
て

し
ま

わ
な

い
0

1
2

3

9
授

業
中

、
注

意
を

ひ
き

た
く

て
騒

い
だ

り
、

ふ
ざ

け
た

り
し

な
い

0
1

2
3

1
0

行
動

す
る

前
に

じ
っ

く
り

考
え

る
0

1
2

3

役 割
遂 行

感 情 行 動

ア サ ー シ ョ ン

集 団 行 動 セ ル フ コ ン ト ロ ー ル

仲 間 関 係 ス キ ル

対 人 マ ナ ー

状 況 理 解

こ こ ろ の 理 論

集 団 参 加

仲 間 関 係 の 開 始

仲 間 関 係 の 維

持

聞 く 話 す

備
考

当 て は ま ら な
い

あ ま り 当 て は

ま ら な い

や や

当 て は ま る

当 て は ま る

話 し 合 い

備
考

c
o
粗

点

se
粗

点

ソ
ー

シ
ャ

ル
ス

キ
ル

尺
度

（
小

学
生

用
）

　 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル

s
y
u
粗

点
n
a
粗

点

当 て は ま ら な
い

あ ま り 当 て は

ま ら な い

や や

当 て は ま る

当 て は ま る
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進撃
しんげき

のパスパス チームカード 
クラス  組 

10月２日（金） 

 

 

今日
き ょ う

の 授 業
じゅぎょう

で むずかしかったことは なんですか? 

 

 

ペアラジオたいそう 

        

協 力
きょうりょく

して楽
たの

しくできましたか？（○をつける） 

 

       

協 力
きょうりょく

できたところは、どんなところですか？ 

 

楽
たの

しかったところは、どこですか？ 

 

進撃
しんげき

のパスパス 

        

協 力
きょうりょく

して楽
たの

しくできましたか？（○をつける） 

 

       

協 力
きょうりょく

できたところは、どんなところですか？ 

 

楽
たの

しかったところは、どこですか？ 

 



5 

 

体育 学習指導案（検証授業 １/８時間目）９月８日 １３：００ 

 参加教員 体育科：○○t、○○t、○○t （３）ST：○○ t、○○t、○○t、○○t、○○t、○○ｔ、○○t、○○t、○○t（９名） 

 

（１）本時のねらい 

 Ａグループ：どんなことをやるか知ることができるようにする。 

 Ｂグループ：単元の見通しを持つことができるようにする。 

 

（２）展開 

時

間 

生徒の学習内容・活動 教師の指導・手立て・安全面への配慮 

MT 

○○ 

体育科 

○○ｔ、○

ｔ、○○ｔ 

ST１ 

○○ 

t 

ST2 

○○ 

t 

ST3 

○○ 

t 

ST４ 

○○ 

t 

ST５ 

○○ 

t 

ST６ 

○○ 

t 

ST７ 

○○ 

t 

ST８ 

○○ 

t 

ST９ 

○○ 

t 

は 

 

じ 

 

め 

 

25 

分 

１  

    △ １組 

    △ ２組 

    △ ３組 

    △ ４組 

    △ ５組 

 

・並び方指示 

++ 

 

・健康観察 

 

・報告 

          

２ 

 

３  

  

 

○学習の見通しをもつ 

 ○「なかま」を覚える 

 ○「進撃のパスパス」を知る 

 

 

４  

 ○ペアラジオ体操 

  動きを抽出して行う。 

  曲を流して行う。 

   

・日直に指示 

 

 

 

 

・これからの 

 活動 

・授業のポイン

ト、流れ 

 

 

・指示 

  

          

 

 

 

 

 

 

 

な 

 

か 

 

 

15

分 

５  

 ○説明を聞く 

 ○手本を見る 

  

 ○隣の人とやってみる。 

 ○逆隣の人とやってみる。 

 ※じゃんけんカード使用可 

 （教員判断 or生徒と相談） 

・説明 

① 教示 

【挨拶をしなか

ったら】 

② モデリング 

【挨拶の仕方】 

 

③ リ ハ ー サ ル

【どーんじゃん

けん】スタート 

 

・挨拶の仕方が

上手な生徒を

チェック。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま 

と 

め 

 

10

分 

６ 

○ソーシャルスキル振り返り 

○いい挨拶の紹介・振り返り 

○学習カードの記入（クラス

ごと） 

７  

 ○整理体操 

 ○本時のまとめ 

 ○次時からのチーム確認 

 ○挨拶 

 

・評価 

・学習カードの

使い方 

 

 

・指示 

・まとめ 

・チーム発表 

・日直に指示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

（３）準備物 三角コーン 10、クラスナンバー表示、ゼッケン５色×９枚、掲示物（学習内容、流れ、『仲間』、「進撃のパスパス」説明用イラストや写真、など）、ＣＤ

デッキ、ラジオ体操ＣＤ、じゃんけんカード、学習カード 

ルール 

・各クラス、ＡＢグループが均等な人数になるように ２つに分かれ、対面に並ぶ。  

・線の上をたどって走っていき、向こうから来た人とぶつかるところで握手して『よろしくお願いします』と言ってから、じ

ゃんけんを行う。  

・勝った方はボールを持って進み、負けた方はスタートした列の後ろに並ぶ。  

・相手のコーンまで行きボールをかごにいれたら１点。→制限時間内は、また両端からスタート。 

 

ス
テ
ー
ジ 

【学習内容】みんなでやる ボールゲームを しろう！ 

準備・集合 

挨拶 

オリエンテーション 

体操 

抽出生徒で 

準備 

ゼッケン ゼッケン ゼッケン 

ゼッケン前後確認・健康観察・生徒把握・並べたら報告 

隣で日直に注目させる支援・姿勢を正す、発声の言葉かけ、見守り） 

MTサポート 注目 注目 

Ｂ 

注目

   

Ａ 

注目 

Ｃ 

注目 

Ｅ 

これからの活動に見通しが持てるように言葉かけ、メモなど  友達とのコミュニケーションが一番大切ということ 

手本 Aグループの生徒サポート。Bグループの生徒には Aグループのサポートをするよう言葉かけ。 

目前手本 目前手本 

『友達と協力』した良い場面があったら、特にほめる。 

ＳＳＴ『どーんじゃんけん』 

手本 

先頭で促し 

併走 併走 併走 

先頭で促し 先頭で促し 

先頭で促し 

１人 

重要なのは『握手』と『あいさつ』であることを確認。 

流れ確認 

２人 動線チェック  安全確認 

手本 

注目

   

注目

   

注目

   

注目

   

注目

   

Ａ 

 

Ｂ 

 

Ｃ 

 

Ｄ 

Ｄ 

 
Ｅ 

 

発語が難しい生徒は、お辞儀だけでも○ 握手は自発的にできるように 

振り返り 

まとめ 

注目

   

注目

   

注目

   

注目

   

注目

   

MTサポート 

カードの書き方の確認・項目チェックのサポート 

Ａ 

 

Ｂ 

 

Ｃ 

 

Ｄ 

 

Ｅ 

 

学級委員もしくは、クラスのリーダー的存在の生徒中心で行わせる 

MTに注目させる。目の前で手本が必要な生徒への支援、言葉がけが必要な生徒への支援、部位を意識させる 

隣で日直に注目させる支援・姿勢を正す、発声の言葉かけ、見守り） 

並び方指示、見守り 

Ａグループ（赤）とＢグループ（青）

の生徒が組み、青と青はなるべくなし 

手本の先生と、並び方が鏡になるよ

う、青が右で赤が左に。 



体育 学習指導案（検証授業 ２/８時間目）９月 1１日 １３：００ 
 参加教員 体育科：○○t、○○t、○○t （３）ST：○○ t、○○t、○○t、○○t、○○t、○○ｔ、○○t、○○t、○○t、○○t（10名） 

（１）本時のねらい 

 Ａグループ：名前を呼ばれたら反応できるようにする 

 Ｂグループ：仲間の名前を呼んで反応を待つことができるようにする。 

 

（２）展開 

時

間 

生徒の学習内容・活動 教師の指導・手立て・安全面への配慮  

MT 

○○ 

体育科 

○○ｔ、○

ｔ、○○ｔ 

ST１ 

○○ 

t 

ST2 

○○ 

t 

ST3 

○○ 

t 

ST４ 

○○ 

t 

ST５ 

○○ 

t 

ST６ 

○○ 

t 

ST７ 

○○ 

t 

ST８ 

○○ 

t 

ST９ 

○○ 

t 

ST10 

○○ 

t 

は 

 

じ 

 

め 

 

10 

分 

１  

    △ １組 

    △ ２組 

    △ ３組 

    △ ４組 

    △ ５組 

・並び方指示 

 

 

・健康観察 

 

・報告 

           

２ 

３  

  

 

○学習の見通しをもつ 

  

 

４  

 ○ペアラジオ体操 

  動きを１つ抽出して行う。 

  曲を流して行う。 

・日直に指示 

 

 

 

・本時の活動 

・授業のポイン

ト、流れ 

 

 

・指示 

  

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

な 

 

か 

 

 

25

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５  

 ○説明を聞く 

 ○手本を見る 

  

 ○ペアの友達と向かい合い、

やってみる。 

 ○A の生徒が後ろを向いてい

る場合。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

○説明を聞く 

 ○手本を見る 

 

 ○２チームごとに練習＆ 

ゲーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・説明 

① 教示 

【名前を呼ばな

いと・・】 

② モデリング 

【名前を呼ぶ】      

【反応する】 

 

③ リ ハ ー サ ル

【ネームパス】 

スタート 

 

 

 

 

 

 

 

・説明 

・手本指示 

 

・流れ確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま 

と 

め 

 

10

分 

７ 

○ソーシャルスキル振り返り 

○いい挨拶の紹介・振り返り 

○学習カードの記入（クラス

ごと） 

８  

 ○整理体操 

 ○本時のまとめ 

 ○次時からのチーム確認 

 ○挨拶 

 

・評価 

・学習カードの

使い方 

 

 

・指示 

・まとめ 

・チーム発表 

・日直に指示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

（３）準備物  三角コーン 10、マーカー10、ゼッケン５色×８枚、かご４、ソフトバレーボール 40、掲示物（学習内容、流れなど）、ＣＤデッキ、ラジオ体操ＣＤ、 

学習カード 

ス
テ
ー
ジ 

【学習内容】なかまの なまえを よんだり、それに こたえたり しよう。 

 

準備・集合 

挨拶 

本時の内容確認 

体操 

ゼッケン 

配布 

ゼッケン 

配布 

ゼッケン 

配布 

ゼッケン前後確認・健康観察・生徒把握・並べたら報告 

隣で日直に注目させる支援・姿勢を正す、発声の言葉かけ、見守り 

MTサポート 注目 注目 

Ａ 

注目

 

Ｂ 

注目 

Ｃ 

注目 

Ｅ 

これからの活動に見通しが持てるように言葉かけ、メモなど  友達とのコミュニケーションが一番大切ということ 

手本 Aグループの生徒サポート。Bグループの生徒には Aグループのサポートをするよう言葉かけ。 

目前手本 目前手本 

『友達と協力』した良い場面があったら、特にほめる。 

ＳＳＴ『ネームパス』 

手本 

併走 併走 併走 

先頭で促し 先頭で促し 

１人 

重要なのは『名前』と『反応』であることを確認。 

流れ確認 
２人 

動線チェック（列の後ろに行くところ）  安全確認！ 

手本 

注目

 

注目

 

注目

 

注目

 

注目

 

Ｂ 

 

Ａ 

 
Ｃ 

 

Ｄ 

Ｄ 

 
Ｅ 

 

反応が難しい生徒は、『相手を向く』だけでも OK。できるだけ、返事はさせる。 

振り返り 

まとめ 

注目

 

注目

 

注目

 

注目

 

注目

 

MTサポート 

カードの書き方の確認・項目チェックのサポート 

学級委員もしくは、クラスのリーダー的存在の生徒中心で行わせる 

MTに注目させる。目の前で手本が必要な生徒への支援、言葉がけが必要な生徒への支援、部位を意識させる 

隣で日直に注目させる支援・姿勢を正す、発声の言葉かけ、見守り） 

クラスごとに整列   並び方指示、見守り 

Ａグループ（赤）とＢグループ（青）の生徒が

組み、青と青はなるべくなし 

手本の先生と、並び方が鏡になるよう、青が右

で赤が左。 

ルール 
・Ａグル―プとＢグループの生徒が対面になって並ぶ。Ａグループの生徒は自分の番になったら後ろ向きになる。  
・Ｂグループの生徒がＡの生徒の名前を呼び、Ａの生徒が振り向いて、反応してからパスを出す。 
・Ａの生徒がキャッチをしたら、パスを出したＢグループの生徒は列の後ろにまわり、次のＢの生徒がＡの生徒からパスをもらう。 

ラン＆ネームパス ゲーム 

ルール 
・各クラスＡグループとＢグループに分かれる。 

・Ａグループの生徒は、ネームラインのそばで後ろを向いて待機。 

・よーいドンの合図で、Ｂグループの生徒はボールを持って、ネームラインまで走る。名前を呼んで、Ａの

生徒が振り返って反応を示したらパスをする。難しければ手渡しもＯＫ。 

・Ｂの生徒は、連続で同じ人に渡してはいけない。制限時間は１分 30 秒。 

・自分のクラスのゴールにどれだけボールが運べるかを競う。 
・待機生徒は、ステージの上。 

２・４組は後ろ 

先頭で促し 先頭で促し 

併走 

先頭で促し 

パスの強さ  安全確認！ 

手本 

流れ確認 

重要なのは『名前』と『反応』であることを支援が必要な生徒に、伝える。 

注目

 

注目

 

注目

 

注目

 

注目

 

ゲームなので盛り上げてください！ねらいは名前と反応ですが、それ以外をほめ

てもらっても全然 OKです。見ている生徒には応援、拍手を！！！ 

Ｂ 

 

Ａ 

 

Ｃ 

 

Ｄ 

 
Ｅ 

 

6 



体育 学習指導案（検証授業 ３/８時間目）９月１８日 １３：２５ 

参加教員 体育科：○○t、○○t、○○t （３）ST：○○ t、○○t、○○t、○○t、○○t、○○ｔ、○○t、○○t、○○t、○○t（10名） 

（１）本時のねらい 

 Ａグループ：名前を呼ばれたら反応できるようにする 

 Ｂグループ：仲間の名前を呼んで反応を待つことができるようにする。 

（２）展開 

時

間 
生徒の学習内容・活動 

教師の指導・手立て・安全面への配慮  

MT 

○○ 

体育科 

○○ｔ、○

ｔ、○○ｔ 

ST１ 

○○ 

t 

ST2 

○○ 

t 

ST3 

○○ 

t 

ST４ 

○○ 

t 

ST５ 

○○ 

t 

ST６ 

○○ 

t 

ST７ 

○○ 

t 

ST８ 

○○ 

t 

ST９ 

○○ 

t 

ST10 

○○ 

t 

は 

 

じ 

 

め 

 

10 

分 

１  

    △ １組 

    △ ２組 

    △ ３組 

    △ ４組 

    △ ５組 

・並び方指示 

 

・健康観察 

 

・報告 

           

２ 

 

３  

  

 

○学習の見通しをもつ 

  

 

４  

 ○ペアラジオ体操 

  動きを１つ抽出して行う。 

  曲を流して行う。 

・日直に指示 

 

 

 

 

・本時の活動 

・授業のポイン

ト、流れ 

 

・指示 

  

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

な 

 

か 

 

 

25

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５  

 ○なぜ、名前を呼ぶのか確

認。（今回“教示”はしな

い。） 

 ○手本を見る 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

○説明を聞く 

 ○手本を見る 

 

 ○２チームごとに練習＆ 

ゲーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・説明 

・モデリング 

【名前を呼ぶ】      

【反応する】 

 

・ リ ハ ー サ ル

【 ネ ー ム パ ス

２】スタート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・説明 

・手本指示 

 

・流れ確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま 

と 

め 

 

10

分 

７ 

○ソーシャルスキル振り返り 

 

○学習カードの記入（クラス

ごと） 

８  

 ○整理体操 

 ○本時のまとめ 

 ○挨拶 

 

・評価 

・学習カードの

使い方 

 

 

・指示 

・まとめ 

・日直に指示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

（３）準備物  三角コーン 10、マーカー10、ゼッケン５色×８枚、かご４、ソフトバレーボール 40、掲示物（学習内容、流れなど）、ＣＤデッキ、ラジオ体操ＣＤ、 

学習カード 

ス
テ
ー
ジ 

【学習内容】なかまの なまえを よんだり、それに こたえたり しよう。 

準備・集合 

挨拶 

本時の内容確認 

体操 

ゼッケン 

配布 

ゼッケン 

配布 

ゼッケン 

配布 

ゼッケン前後確認・健康観察・生徒把握・並べたら報告 

隣で日直に注目させる支援・姿勢を正す、発声の言葉かけ、見守り 

MTサポート 注目 注目 

Ａ 

注目

 

Ｂ 

注目 

Ｃ 

注目 

Ｅ 

これからの活動に見通しが持てるように言葉かけ、メモなど  友達とのコミュニケーションが一番大切ということ 

手本 Aグループの生徒サポート。Bグループの生徒には Aグループのサポートをするよう言葉かけ。 

目前手本 目前手本 

『友達と協力』した良い場面があったら、特にほめる。 

ＳＳＴ『ネームパス』 手本 

併走 併走 併走 

先頭で促し 

先頭で促し 

１人 

重要なのは『名前』と『反応』であることを確認。 

流れ確認 

注目

 

注目

 

注目

 

注目

 

注目

 

Ｂ Ａ 
Ｃ 

Ｄ 

Ｄ Ｅ 

反応が難しい生徒は、『相手に向く』だけでも OK。できるだけ、返事はさせる。 

振り返り 

まとめ 

注目

 

注目

 

注目

 

注目

 

注目

 

MTサポート 

カードの書き方の確認・項目チェックのサポート 

学級委員もしくは、クラスのリーダー的存在の生徒中心で行わせる 

MTに注目させる。目の前で手本が必要な生徒への支援、言葉がけが必要な生徒への支援、部位を意識させる 

隣で日直に注目させる支援・姿勢を正す、発声の言葉かけ、見守り） 

クラスごとに整列   並び方指示、見守り 

先生方もお手本を見ながら覚えてください。 手本の先生と、並び方が鏡になるよう、青が右で赤が左。 

ラン＆ネームパス ゲーム 

ルール 

・各クラスＡグループとＢグループに分かれる。 

・Ａグループの生徒は、ネームラインのそばで後ろを向いて待機。（ケンステップに入る） 

・よーいドンの合図で、Ｂグループの生徒はボールを持って、ネームラインまで走る。名前を呼んで、Ａの

生徒が振り返って反応を示したらパスをする。難しければ手渡しもＯＫ。 

・Ｂの生徒は、連続で同じ人に渡してはいけない。制限時間は１分 30秒。 

・自分のクラスのゴールにどれだけボールが運べるかを競う。 

・待機生徒は、ステージの上。 

２・４組は後ろ 

先頭で促し 先頭で促し 

併走 

先頭で促し 

手本 

流れ確認 

重要なのは『名前』と『反応』であることを支援が必要な生徒に、伝える。 

注目

 

注目

 

注目

 

注目

 

注目

 

ゲームなので盛り上げてください！ねらいは名前と反応ですが、それ以外をほめ

てもらっても全然 OKです。見ている生徒には応援、拍手を！！！ 

※５のネームパス。やり方変わってます！！ 

※河手が指示を出す際、『静かに』と『注目』の確認・支援をお願いします。 

ＡとＢの役割を逆にしたパターンもやるかもです。 

２人 

ルール 

・Ａグル―プとＢグループの生徒が対面になって並ぶ。Ａグループの生徒は後ろ向きで待機。 

・Ｂグループの生徒がＡの生徒の名前を呼び、Ａの生徒が振り向いて、反応してからパスを出す。 

・Ａの生徒がキャッチをしたら、パスを出したＢの生徒に返し、後ろの壁をタッチして帰ってきて後ろ向きで待機をする。 

・パスが返ってきたＢの生徒は、ボールを持ったまま、後ろの壁にタッチをして列の一番後ろに並び、ボールを手渡しで前に送る。 

動線チェック（列の後ろに行くところ）  安全確認！ 

 

パスの強さ  安全確認！ 

7 



体育 学習指導案（検証授業 ４/８時間目）９月 25日 13：25 

参加教員 体育科：○○t、○○t、○○t （３）ST：○○ t、○○t、○○t、○○t、○○t、○○ｔ、○○t、○○t、○○t、○○t（10名） 

（１）本時のねらい 

 Ａグループ：仲間と動きを合わせることができるようにする。 

 Ｂグループ：仲間の特性を知り、リードすることができるようにする。 

 

（２）展開 

時

間 
生徒の学習内容・活動 

教師の指導・手立て・安全面への配慮  

MT 

○○ 

体育科 

○○ｔ、○

ｔ、○○ｔ 

ST１ 

○○ 

t 

ST2 

○○ 

t 

ST3 

○○ 

t 

ST４ 

○○ 

t 

ST５ 

○○ 

t 

ST６ 

○○ 

t 

ST７ 

○○ 

t 

ST８ 

○○ 

t 

ST９ 

○○ 

t 

ST10 

○○ 

t 

は 

 

じ 

 

め 

 

10 

分 

１  

    △ １組 

    △ ２組 

    △ ３組 

    △ ４組 

    △ ５組 

・並び方指示 

 

 

・健康観察 

 

・報告 

           

２ 

 

３  

  

○学習の見通しをもつ 

  

４  

 ○ペアラジオ体操 

  動きを１つ抽出して行う。 

  曲を流して行う。 

   

・日直に指示 

 

 

 

・本時の活動 

・授業のポイン

ト、流れ 

・指示 

  

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

な 

 

か 

 

 

25

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５  

  

 ○手本を見る 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

○説明を聞く 

 ○手本を見る 

 

 ○２チームごとに練習＆ 

ゲーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・説明 

 

 

・リハーサル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・説明 

・手本指示 

 

・流れ確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

000 

 

 

 

 

 

 

ま 

と 

め 

 

10

分 

７ 

○ソーシャルスキル振り返り 

 

○学習カードの記入（クラス

ごと） 

８  

 ○整理体操 

 ○本時のまとめ 

 ○挨拶 

 

・評価 

・学習カードの

使い方 

 

 

・指示 

・まとめ 

・日直に指示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

（３）準備物  三角コーン 10、マーカー10、ゼッケン５色×８枚、かご４、ソフトバレーボール 40、掲示物（学習内容、流れなど）、ＣＤデッキ、ラジオ体操ＣＤ、 

学習カード 

 

ス
テ
ー
ジ 

【学習内容】簡単なルールで、しあい を やってみよう 

準備・集合 

挨拶 

本時の内容確認 

体操 

ゼッケン 

配布 

ゼッケン 

配布 

ゼッケン 

配布 

ゼッケン前後確認・健康観察・生徒把握・並べたら報告 

隣で日直に注目させる支援・姿勢を正す、発声の言葉かけ、見守り 

MTサポート 注目 注目 

Ａ 

注目

 

Ｂ 

注目 

Ｃ 

注目 

Ｅ 

これからの活動に見通しが持てるように言葉かけ、メモなど  友達とのコミュニケーションが一番大切ということ 

手本 

Aグループの生徒サポート。Bグループの生徒には Aグループのサポートをするよう言葉かけ。 

目前手本 目前手本 

『友達と協力』した良い場面があったら、特にほめる。 

進撃のパスパス（ハーフ） 
手本 

併走 併走 併走 

先頭で促し 

先頭で促し 

１人 
重要なのは『名前』と『反応』であることを確認。 

流れ確認 ２人 

注目

 

注目

 

注目

 

注目

 

注目

 

Ｂ 
Ａ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｄ Ｅ 

反応が難しい生徒は、『相手に向く』だけでも OK。できるだけ、返事はさせる。 

振り返り 

まとめ 

注目

 

注目

 

注目

 

注目

 

注目

 

MTサポート 

カードの書き方の確認・項目チェックのサポート 

学級委員もしくは、クラスのリーダー的存在の生徒中心で行わせる 

MTに注目させる。目の前で手本が必要な生徒への支援、言葉がけが必要な生徒への支援、部位を意識させる 

隣で日直に注目させる支援・姿勢を正す、発声の言葉かけ、見守り） 

クラスごとに整列   並び方指示、見守り 

先生方もお手本を見ながら覚えてください。 
手本の先生と、並び方が鏡になるよう、青

が右で赤が左。 

ラン＆ネームパス ゲーム 

２・４組は後ろ 

先頭で促し 先頭で促し 

併走 

先頭で促し 

手本 

流れ確認 

重要なのは『名前』と『反応』であることを支援が必要な生徒に、伝える。 

注目

 

注目

 

注目

 

注目

 

注目

 

ゲームなので盛り上げてください！ねらいは名前と反応ですが、それ以外をほめても

らっても全然 OKです。見ている生徒には応援、拍手を！！！ 

※ここで、『試し』のゲームを行います。 

※河手が指示を出す際、『静かに』と『注目』の確認・支援をお願いします。 

ルール 

・各クラスＡグループとＢグループに分かれる。 

・Ａグループの生徒は、ネームラインのそばで後ろを向いて待機。（ケンステップに入る） 

・よーいドンの合図で、Ｂグループの生徒はボールを持って、ネームラインまで走る。名前を呼んで、Ａの

生徒が振り返って反応を示したらパスをする。難しければ手渡しもＯＫ。 

・Ｂの生徒は、連続で同じ人に渡してはいけない。制限時間は１分 30秒。 

・自分のクラスのゴールにどれだけボールが運べるかを競う。 

・待機生徒は、ステージの上。 

ルール 

・Ａグル―プとＢグループの生徒が対面になって並ぶ。Ａグループの生徒は後ろ向きで待機。 

・Ｂグループの生徒がＡの生徒の名前を呼び、Ａの生徒が振り向いて、反応してからパスを出す。 

・Ａの生徒がキャッチをしたら、パスを出したＢの生徒に返し、後ろの壁をタッチして帰ってきて後ろ向きで待機をする。 

・パスが返ってきたＢの生徒は、ボールを持ったまま、後ろの壁にタッチをして列の一番後ろに並び、ボールを手渡しで前に送る。 

動線チェック（列の後ろに行くところ）  安全確認！ 

 パスの強さ  安全確認！ 

ＡとＢの役割を逆にしたパターンもやるかもです。 
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体育 学習指導案（検証授業 ５/８時間目）９月 29日 13：25 

参加教員 体育科：○○t、○○t、○○t （３）ST：○○ t、○○t、○○t、○○t、○○t、○○ｔ、○○t、○○t、○○t（９名） 

（１）本時のねらい 

 Ａグループ：仲間と動きを合わせることができるようにする。 

 Ｂグループ：仲間の特性を知り、リードすることができるようにする。 

 

（２）展開 

時

間 
生徒の学習内容・活動 

教師の指導・手立て・安全面への配慮 

MT 

○○ 

体育科 

○○ｔ、○

ｔ、○○ｔ 

ST１ 

○○ 

t 

ST2 

○○ 

t 

ST3 

○○ 

t 

ST４ 

○○ 

t 

ST５ 

○○ 

t 

ST６ 

○○ 

t 

ST７ 

○○ 

t 

ST８ 

○○ 

t 

ST９ 

○○ 

t 

は 

 

じ 

 

め 

 

10 

分 

１  

    △ １組 

    △ ２組 

    △ ３組 

    △ ４組 

    △ ５組 

・並び方指示 

 

 

・健康観察 

 

・報告 

          

２ 

 

３  

  

○学習の見通しをもつ 

  

 

４  

 ○ペアラジオ体操 

  動きを１つ抽出して行う。 

  曲を流して行う。 

・日直に指示 

 

 

 

・本時の活動 

・授業のポイント、

流れ 

 

・指示 

  

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

な 

 

か 

 

 

25

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５  

 ○説明を聞く 

 ○手本を見る 

【一緒に動かないと】 

【仲間のことを考えないと】 

 ○実際にやってみる 

【フープ de 玉入れ】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

○説明を聞く 

○手本を見る 

 

○２チームごとに練習＆ 

ゲーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・説明 

① 教示 

 

② モデリング 

       

③ リハーサル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・説明 

・手本 

 

・流れ確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま 

と 

め 

 

10

分 

７ 

○ソーシャルスキル振り返り 

 

○学習カードの記入（クラスご

と） 

８  

 ○整理体操 

 ○本時のまとめ 

 ○挨拶 

 

・評価 

・学習カードの使

い方 

 

 

・指示 

・まとめ 

・日直に指示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

（３）準備物  三角コーン 10、マーカー10、ゼッケン５色×８枚、かご４、ソフトバレーボール 40、掲示物（学習内容、流れなど）、ＣＤデッキ、ラジオ体操ＣＤ、 

学習カード  

※河手が指示を出す際、『静かに』と『注目』の確認・支援をお願いします。 

ス
テ
ー
ジ 

準備・集合 

ゼッケン 

配布 

ゼッケン 

配布 

ゼッケン 

配布 

ゼッケン前後確認・健康観察・生徒把握・並べたら報告 

クラスごとに整列   並び方指示、見守り 

【学習内容】なかまの ことを しって なかよく やろう 

挨拶 

本時の内容確認 

体操 

隣で日直に注目させる支援・姿勢を正す、発声の言葉かけ、見守り 

MTサポート 注目 注目 

Ｂ 

注目

   

Ａ 

注目 

Ｃ 

注目 

Ｅ 

これからの活動に見通しが持てるように言葉かけ、メモなど  友達とのコミュニケーションが一番大切ということ 

手本 Aグループの生徒サポート。Bグループの生徒には Aグループのサポートをするよう言葉かけ。 

目前手本 目前手本 

『友達と協力』した良い場面があったら、特にほめる。 

Ｄ 

先生方もお手本を見ながら覚えてください。 手本の先生と、並び方が鏡になるよう、青が右で赤が左。 

1・３・５は後ろ 

SST『フープ de玉入れ』 

手本 

重要なのは『ペアのことを考えて行うこと』であることを確認。 

流れ確認 

注目

   

注目

   

注目

   

注目

   

注目

   

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

できるだけ、『２人』でやらせてください。 

進撃のパスパス 

先頭で促し 

手本 

流れ確認 

重要なのは『仲間のことを考えてやること』であることを支援が必要な生徒に、伝える。 

注目

   

注目

   

注目

   

注目

   

注目

   

ゲームなので盛り上げてください！ねらいは名前と反応ですが、それ以外を

ほめてもらっても全然 OKです。見ている生徒には応援、拍手を！！！ 

振り返り 

まとめ 

注目

   

注目

   

注目

   

注目

   

注目

   

MTサポート 

カードの書き方の確認・項目チェックのサポート 

学級委員もしくは、クラスのリーダー的存在の生徒中心で行わせる 

MTに注目させる。目の前で手本が必要な生徒への支援、言葉がけが必要な生徒への支援、部位を意識させる 

隣で日直に注目させる支援・姿勢を正す、発声の言葉かけ、見守り） 

ルール 

攻撃１ A は B に名前を呼んでパス。 

２ B はもう一つの目印に向かって走り、A にパス。 

３ A は、C と協力して、D にパス。A は戻る。 

４ D はキャッチできたら、かごに入れる。 

守備１ 相手がシュートゾーンに入ったら、タッチしにいってよい。 

２ 敵にタッチしたら、相手からボールをもらって、ボールかごに返しにいく。 

３ ボールを返しにいっている間に、次の人が出る。 

 

 

ゴ
ー
ル
か
ご 

ボ
ー
ル
か
ご 

シュートゾーン

  

ケンステップ 

 
 

C 

A 

D 

B 
A 

B 

ス
テ
ー
ジ 

 
 

かご 

かご 

動線チェック  安全確認！ 

ルール 

・各チーム内で、Ａの生徒とＢの生徒がペアになってフープに入り、両端の線からスタート。中央のかごのまわりに向かって走 

る。 

・フープに入った２人が図の点線を越えたら、自陣の仲間がフープの２人に向けてボールをパスする。 
・１フープ２つキャッチする。ペアで動きを合わせながら、玉入れを行う。２人が１つずつ持っていないとシュートできない。 
・シュートを入れたら、自陣に戻って次のペアと交代。 
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体育 学習指導案（検証授業 ６/８時間目）10月２日 １３：２５ 

参加教員 体育科：○○t、○○t、○○t （３）ST：○○ t、○○t、○○t、○○t、○○t、○○ｔ、○○t、○○t、○○t、○○t（10名） 

（１）本時のねらい 

 Ａグループ：やさしく相手に触れることができるようにする。  

 Ｂグループ：相手の気持ちを考え、やさしく相手に触れることができるようにする。 

 

（２）展開 

時

間 
生徒の学習内容・活動 

教師の指導・手立て・安全面への配慮  

MT 

○○ 

体育科 

○○ｔ、○

ｔ、○○ｔ 

ST１ 

○○ 

t 

ST2 

○○ 

t 

ST3 

○○ 

t 

ST４ 

○○ 

t 

ST５ 

○○ 

t 

ST６ 

○○ 

t 

ST７ 

○○ 

t 

ST８ 

○○ 

t 

ST９ 

○○ 

t 

ST10 

○○ 

t 

は 

 

じ 

 

め 

 

10 

分 

１  

    

・並び方指示 

・健康観察 

 

・報告 

           

２ 

 

３  

  

○学習の見通しをもつ 

  

 

４  

 ○ペアラジオ体操 

  動きを１つ抽出して行う。 

  曲を流して行う。 

   

・日直に指示 

 

 

 

・本時の活動 

・授業のポイン

ト、流れ 

 

・指示 

  

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

な 

 

か 

 

 

25

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５  

○ゲーム 

実際にやってみる 

【タッチリレー】 

○説明を聞く 

【強く叩くと・・・】 

【相手の気持ちを考えないと】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

○説明を聞く 

 

○手本を見る。 

 ○分解練習を行う。 

  ゴール付近の攻防の練習を 

行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○手本を見る 

 ○ゲーム 

 

 

・説明 

① リハーサル 

 

② 教示 

 

③ モデリング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・説明 

 

・手本指示 

・流れ確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま 

と 

め 

 

10

分 

７ 

○ソーシャルスキル振り返り 

○学習カードの記入（クラス

ごと） 

８  

 ○整理体操 

 ○本時のまとめ 

 ○挨拶 

 

・評価 

・学習カードの

使い方 

 

・指示 

・まとめ 

・日直に指示 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

（３）準備物  三角コーン 10、マーカー10、ゼッケン５色×８枚、かご４、ソフトバレーボール 40、掲示物（学習内容、流れなど）、ＣＤデッキ、ラジオ体操ＣＤ、 

学習カード 

【学習内容】あいての きもちを かんがえて やさしく タッチ しよう。 

準備・集合 

挨拶 

本時の内容確認 

体操 

ゼッケン 

配布 

ゼッケン 

配布 

ゼッケン 

配布 

ゼッケン前後確認・健康観察・生徒把握・並べたら報告 

隣で日直に注目させる支援・姿勢を正す、発声の言葉かけ、見守り 

MTサポート 注目 注目 

Ａ 

注目

   

Ｂ 

注目 

Ｃ 

注目 

Ｅ 

これからの活動に見通しが持てるように言葉かけ、メモなど  友達とのコミュニケーションが一番大切ということ 

手本 Aグループの生徒サポート。Bグループの生徒には Aグループのサポートをするよう言葉かけ。 

目前手本 
目前手本 

『友達と協力』した良い場面があったら、特にほめる。 

ＳＳＧ『タッチリレー』 

手本 

クラスの生徒が等間隔に並ぶよう素早くお願いします。下に目印を貼っておきます。 

注目

   

注目

   

注目

   

注目

   

注目

   

Ｂ Ａ Ｃ 

Ｄ 

Ｄ 
Ｅ 

人数は８に合わせたいので、空いてる先生は補充に入ってください！！！ほかの方は併走・声かけを！！ 

振り返り 

まとめ 

注目

   

注目

   

注目

   

注目

   

注目

   

MTサポート 

カードの書き方の確認・項目チェックのサポート 

学級委員もしくは、クラスのリーダー的存在の生徒中心で行わせる 

MTに注目させる。目の前で手本が必要な生徒への支援、言葉がけが必要な生徒への支援、部位を意識させる 

隣で日直に注目させる支援・姿勢を正す、発声の言葉かけ、見守り） 

クラスごとに整列   並び方指示、見守り 

先生方もお手本を見ながら覚えてください。 手本の先生と、並び方が鏡になるよう、青が右で赤が左。 

進撃のパスパス 

 
手本 

流れ確認 

重要なのは『仲間のことを考えて』であることを支援が必要な生徒に、伝える。 

注目

   

注目

   

注目

   

注目

   

注目

   

※河手が指示を出す際、『静かに』と『注目』の確認・支援をお願いしま

す。 

１・３・５は後ろ 

まずやってから教示します！ 

 

ゲーム順 

①５組 対 １組    ④１組 対 ３組 

②２組 対 ３組    ⑤２組 対 ４組 

③４組 対 ５組 

    ・役割の場所は固定する。誰がどこをやるのか、予め待機中に決めておく。 

    ・ゲーム時間を確保したいので、移動は促してください！ 

    ・把握の先生以外はコートに出ていただき、声かけやサポートを 

お願いします（ルール理解や動きが難しい生徒） 

ルール 

・各チームＡとＢの生徒が交互になり、一定の感覚をあけて並ぶ。 

・よーいドンの合図で、前の人に向かって走っていき肩にタッチをする。 

・タッチされた人は前の人まで走っていき、タッチをする。 

・先頭の人がラインを越えるまでが勝負とする。 

・「痛くないか？」を確認し、痛かった場合や、二回戦に向けて各クラスで、たたき方を確認する。 

・繰り返す中で痛くないようにタッチすることができるようにする。 

 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 勢い余ってぶつかりそうな生徒、声かけ安全確認！ 

○４か所でゴール付近の攻防の分解練習。 

 ※相手の守りによって判断する 

 ※守りは先生方やってください。 

 

Ａの生徒 ①シュートゾーン入って自分でシュート 

Ｂの生徒 ①シュートゾーン入って自分でシュート 

     ②シュートゾーンに入らず、味方にパス 
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体育 学習指導案（検証授業 ７/８時間目）10月６日 13：25 

参加教員 体育科：○○ t、○○t、○○t （３）ST：○○t、○○t、○○t、○○t、○○ｔ、○○t、○○t、○○t、○○t（９名） 

（１）本時のねらい 

  仲間とコミュニケーションをとりながらゲームを楽しむ。 

 

（２）展開 

時

間 
生徒の学習内容・活動 

教師の指導・手立て・安全面への配慮 

MT 

○○ 

体育科 

○○ｔ・○○ｔ 

○○ｔ 

ST１ 

○○ 

t 

ST2 

○○ 

t 

ST3 

○○ 

t 

ST４ 

○○ 

t 

ST５ 

○○ 

t 

ST６ 

○○ 

t 

ST７ 

○○ 

t 

ST８ 

○○ 

t 

ST９ 

○○ 

t 

は 

 

じ 

 

め 

 

10 

分 

１  

 

・並び方指示 

 

・健康観察 

・報告 

          

２ 

 

３  

  

○学習の見通しをもつ 

  

４  

 ○ペアラジオ体操 

  動きを１つ抽出して行う。 

  曲を流して行う。 

   

・日直に指示 

 

 

 

・本時の活動 

・授業のポイント、

流れ 

 

・指示 

  

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

な 

 

か 

 

 

25

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５  

○説明を聞く 

 

○手本を見る。 

 パス練習について 

 スタート練習について 

  

○５か所に分かれて 

分解練習を行う。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 ○説明を聞く 

  ・リーグ戦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 

・説明 

 

・手本指示 

 

 

・流れ確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・説明 

 

・流れ確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま 

と 

め 

 

10

分 

７ 

○ソーシャルスキル振り返り 

 

○学習カードの記入（クラスご

と） 

８  

 ○整理体操 

 ○本時のまとめ 

 ○挨拶 

 

・評価 

・学習カードの使

い方 

 

 

・指示 

・まとめ 

・日直に指示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

（３）準備物  三角コーン 10、マーカー10、ゼッケン５色×８枚、ケンステップ×１２、かご４、ソフトバレーボール 40、掲示物（学習内容、流れなど）、ＣＤデッキ、 

ラジオ体操ＣＤ、学習カード 

※毎授業、時間が延びてしまって本当に申し訳ありません。 

※最後の２回は、ゲームがメインなので、さらに盛り上げていただければと思います。 

準備・集合 

ゼッケン 

配布 

ゼッケン 

配布 

ゼッケン 

配布 

ゼッケン前後確認・健康観察・生徒把握・並べたら報告 

クラスごとに整列   並び方指示、見守り 

【学習内容】なかまと きょうりょくして ゲームを たのしもう 

挨拶 

本時の内容確認 

体操 

隣で日直に注目させる支援・姿勢を正す、発声の言葉かけ、見守り 

MTサポート 注目 注目 

Ｂ 

注目

   

Ａ 

注目 

Ｃ 

注目 

Ｅ 

これからの活動に見通しが持てるように言葉かけ、メモなど  友達とのコミュニケーションが一番大切ということ 

手本 Aグループの生徒サポート。Bグループの生徒には Aグループのサポートをするよう言葉かけ。 

目前手本 目前手本 

『友達と協力』した良い場面があったら、特にほめる。 

Ｄ 

1・３・５は後ろ 

手本 

重要なのは練習をしながら『仲間と話すこと』であることを確認。 

練習の 

進行 

注目

   

注目

   

注目

   

注目

   

注目

   

Ｂ 

 

Ｃ 

 

Ｄ 

 

Ｅ 

 

それぞれの場所で、安全配慮をお願いします。 

進撃のパスパス 分解練習 

振り返り 

まとめ 

注目

   

注目

   

注目

   

注目

   

注目

   

MTサポート 

カードの書き方の確認・項目チェックのサポート 

学級委員もしくは、クラスのリーダー的存在の生徒中心で行わせる 

MTに注目させる。目の前で手本が必要な生徒への支援、言葉がけが必要な生徒への支援、部位を意識させる 

隣で日直に注目させる支援・姿勢を正す、発声の言葉かけ、見守り） 

進撃のパスパス ゲーム 

    ・役割の場所は１試合の中では固定する。誰がどこをやるのか、予め待機中に決めて

おく。 

    ・ゲーム時間を確保したいので、移動は促してください！ 

    ・作戦タイムでは、作戦カードを使って話し合いを生徒にさせてください。 

    ・把握・作戦タイムの先生以外はコートに出ていただき、声かけやサポートをお願い

します（ルール理解や動きが難しい生徒） 

    ・見ている生徒には、拍手、応援を！！ 

 

練習の 

進行 

練習の 

進行 

練習の 

進行 

練習の 

進行 

ゲーム 

サポート 

ゲーム 

サポート 

ゲーム 

サポート 

ゲーム 

サポート 

ゲーム 

サポート 

・名前を呼ぶ  ・手を出す ・返事をする  ・仲間に動きを合わせる ・優しくタッチする  などが大事！！ 

動線確認 

把握 

動線確認 

把握 

動線確認 

把握 

動線確認 

把握 

動線確認 

把握 

把握・ 

作戦 

把握・ 

作戦 

把握・ 

作戦 

 

把握・ 

作戦 

把握・ 

作戦 

Ｂ Ａ Ｃ Ｄ 

５か所で 

 ①パスのみの練習・②スタートの練習・③ゴール付近の攻防の練習    

を行う。 ↓練習を進める先生 

①� パスのみ練習（ステージ）：担任ｔ（練習の進行役） 

■守りがいないときのパス ■守りがいるときに頭上を通すパス。 

② スタートの練習（真ん中まで）：担任ｔ（練習の進行役）・○○ｔ 

  ■パスを出して早く真ん中まで持っていく練習。 

③ゴール付近の攻防（真ん中から）：○○ｔ・○○ｔ 

  ■線の中に入っていき、自分でシュート■線の外から味方にパス。 

※守りは先生方やってください。 

  

  

ス
テ
ー
ジ 

 

① 

５組 

２組 

３組 

１組 

４組 

11 



体育 学習指導案（検証授業 ８/８時間目）10月９日 １３：２５ 

参加教員 体育科：○○t、○○t、○○t （３）ST：○○ t、○○t、○○t、○○t、○○t、○○ｔ、○○t、○○t、○○t、○○t（10名） 

（１）本時のねらい 

 仲間とコミュニケーションをとりながらゲームを楽しむ。 

 

（２）展開 

時

間 
生徒の学習内容・活動 

教師の指導・手立て・安全面への配慮  

MT 

○○ 

体育科 

○○ｔ、○

ｔ、○○ｔ 

ST１ 

○○ 

t 

ST2 

○○ 

t 

ST3 

○○ 

t 

ST４ 

○○ 

t 

ST５ 

○○ 

t 

ST６ 

○○ 

t 

ST７ 

○○ 

t 

ST８ 

○○ 

t 

ST９ 

○○ 

t 

ST10 

○○ 

t 

は 

 

じ 

 

め 

 

10 

分 

１  

    

・並び方指示 

・健康観察 

 

・報告 

           

２ 

 

３  

  

○学習の見通しをもつ 

  

４  

 ○ペアラジオ体操 

  曲を流して行う。 

   

・日直に指示 

 

 

 

・本時の活動 

・授業のポイン

ト、流れ 

・指示 

  

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

な 

 

か 

 

 

25

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５  

○説明を聞く 

 

○手本を見る。 

 パス練習について 

 スタート練習について 

 ○５か所に分かれて 

分解練習を行う。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

○説明を聞く 

 

 ○説明を聞く 

  ・リーグ戦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・説明 

 

・手本指示 

 

 

・流れ確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・説明 

 

・流れ確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま 

と 

め 

 

10

分 

７ 

○ソーシャルスキル振り返り 

 

○学習カードの記入（クラス

ごと） 

８  

 ○整理体操 

 ○本時のまとめ 

 ○挨拶 

 

・評価 

・学習カードの

使い方 

 

 

・指示 

・まとめ 

・日直に指示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

（３）準備物  三角コーン 10、マーカー10、ゼッケン５色×８枚、かご４、ソフトバレーボール 40、掲示物（学習内容、流れなど）、ＣＤデッキ、ラジオ体操ＣＤ、 

学習カード 

【学習内容】なかまと きょうりょくして ゲームを たのしもう 

 

準備・集合 

挨拶 

本時の内容確認 

体操 

ゼッケン 

配布 

ゼッケン 

配布 

ゼッケン 

配布 

ゼッケン前後確認・健康観察・生徒把握・並べたら報告 

隣で日直に注目させる支援・姿勢を正す、発声の言葉かけ、見守り 

MTサポート 注目 注目 注目

   

Ｂ 

注目 

Ｃ 

注目 

Ｅ 

これからの活動に見通しが持てるように言葉かけ  友達とのコミュニケーションが一番大切ということ 

手本 Aグループの生徒サポート。Bグループの生徒には Aグループのサポートをするよう言葉かけ。 

目前手本 目前手本 

『友達と協力』した良い場面があったら、特にほめる。 

手本 

重要なのは練習をしながら『仲間と話すこと』であることを確認。 

注目

   

注目

   

注目

   

注目

   

注目

   

Ａ Ｂ Ｃ 

Ｄ 

Ｄ Ｅ 

それぞれの場所で、安全配慮をお願いします。 

 

振り返り 

まとめ 

注目

   

注目

   

注目

   

注目

   

注目

   

MTサポート 

カードの書き方の確認・項目チェックのサポート 

学級委員もしくは、クラスのリーダー的存在の生徒中心で行わせる 

MTに注目させる。目の前で手本が必要な生徒への支援、言葉がけが必要な生徒への支援、部位を意識させる 

隣で日直に注目させる支援・姿勢を正す、発声の言葉かけ、見守り） 

クラスごとに整列   並び方指示、見守り 

進撃のパスパス 

 

※毎授業、時間が延びてしまって本当に申し訳ありません。 

※最後の２回は、ゲームがメインなので、さらに盛り上げていただければと思います。 

進撃のパスパス 分解練習 

練習の 

進行 

・前回少しダラけてしまったので、やることはやる

中で、楽しんで行う。 

動線確認 

把握 

動線確認 

把握 

動線確認 

把握 

動線確認 

把握 

練習の 

進行 

練習の 

進行 

練習の 

進行 

練習の 

進行 

動線確認 

把握 

練習の 

進行 

・名前を呼ぶ  ・手を出す ・返事をする  ・仲間に動きを合わせる ・優しくタッチする  などが大事！！ 

ゲーム 

サポート 

把握・ 

作戦 

ゲーム 

サポート 

把握・ 

作戦 

ゲーム 

サポート 

把握・ 

作戦 

把握・ 

作戦 

ゲーム 

サポート 

ゲーム 

サポート 

把握・ 

作戦 

把握・ 

作戦 

    ・役割の場所は１試合の中では固定する。誰がどこをやるのか、予め待機

中に決めておく。 

    ・ゲーム時間を確保したいので、移動は促してください！ 

    ・作戦タイムでは、作戦カードを使って話し合いを生徒にさせてくださ 

い。 

    ・把握・作戦タイムの先生以外はコートに出ていただき、声かけやサポー

トをお願いします（ルール理解や動きが難しい生徒） 

    ・見ている生徒には、拍手、応援を！！ 

 

1組 2組 3組 4組 5組

1組
○

９－７

△
８－８

2組
×

７－９
△

９－９

3組
○

12－８

4組
△

９－９

5組
△

８－８
×

８－１２

進撃のパスパス　リーグ戦
ゲーム順 

３組 対 ４組 

２組 対 ５組 

１組 対 ４組 

２組 対 ３組 

４組 対 ５組 

１組 対 ３組 

 

１組 

 

５か所で 

 ①パスのみの練習・②スタートの練習・③ゴール付近の攻防の練習    

を行う。 ↓練習を進める先生 

①� パスのみ練習（ステージ）：担任ｔ（練習の進行役） 

■守りがいないときのパス ■守りがいるときに頭上を通すパス。 

② スタートの練習（真ん中まで）：担任ｔ（練習の進行役）・○○ｔ 

  ■パスを出して早く真ん中まで持っていく練習。 

③ゴール付近の攻防（真ん中から）：○○ｔ・○○ 

  ■線の中に入っていき、自分でシュート■線の外から味方にパス。 

 

ス
テ
ー
ジ 

 

  

 

Ａ 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
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